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フランスを代表する経済学者であり思想家。仏パリ高等師範学校経

済学部長。仏パリ経済学校 (EEP)教授、仏ル・モンド紙論説委員。

1953年チュニジア生まれ。2006年に経済学者トマ ・ピケティ氏ら

とEEPを設立、元副学長。著書に『迷走する資本主義』など。

人
間
的
成
長
の

「
社
会
的
引
出
権
」
を
提
唱

北
海
道
大
学
経
済
学
研
究
院
教
授

橋
本
努

未
来
学
や
人
類
史
の
新
た
な
知

見
を
ち
り
ば
め
つ
つ
、
社
会
の
指

針
を
示
し
た
啓
蒙
の
書
で
あ
る
。

時
世
紀
の
経
済
成
長
率
は
年
0

・
5
%
、
四
世
紀
は
1
%、
別
世

紀
は
2
%だ
っ
た
。
こ
の
ベ

I
ス

で
幻
世
紀
は
、

4
%
の
経
済
成
長

を
期
待
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
内
生
的
成
長
」
の
理
論
家
た
ち

に
よ
れ
ば
、
人
口
増
加
の
観
点
か

ら
そ
れ
が
見
込
め
る
と
い
う
。

未
来
学
者
の
カ
l
ツ
ワ
イ
ル
も

楽
観
的
で
、
社
会
は
加
速
度
的
に

発
展
す
る
と
み
る
。
日
万
年
前
に

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
誕
生
、

l

万
年
前
に
農
業
が
成
立
、

1
0
0

0
年
前
に
印
刷
術
、

1
0
0年
前

に
電
気
、
凶
年
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
た
。
こ

う
し
た
加
速
的
な
進
化
が
続
け
ば
、

ま
も
な
く
脳
内
の
全
記
憶
が
U
S

B
メ
モ
リ
に
保
存
可
能
と
な
り
、

2
0
6
0年
頃
に
は
分
子
サ
イ
ズ

の
ロ
ボ
ッ
ト
が
発
明
さ
れ
、
老
化

を
反
転
さ
せ
て
脳
を
再
生
で
き
る

と
い
、
っ
。

も
ち
ろ
ん
楽
観
論
者
ば
か
り
で

は
な
い
。
経
済
学
者
ゴ
ー
ド
ン
に

よ
る
と
、
加
世
紀
に
は
下
水
道
の

完
備
や
電
化
製
品
の
登
場
、
自
動

論経済成長なき進歩はありうるのか

経済成長の源泉 人類の時代一一世

界を支配するに至った「文明化jの過

程/脱出一一絶滅の危機/二O二六
第一部

年一一月一三日一一人類を救った予

想外の人口転換/貨幣の誕生一一富

に関する言語の発明/ほか

未来だ、未来だ テクノ 口ジーの特異

点が迫りつつある/人間の労働はど

ー うなるのか/失われた経済成長/マ
第二部

ルクスからハリウ ッドヘ一一機械化

と失業/新たな衝撃一一人口転換と

いう「奇跡J/ほか

進歩を再考する 、新たなH大転換/自

主独立とサパイパル/神話と恨みー

物質的な富から解放されない人間

第三部 /ダブル・バインド〔二重の拘束)/

どうすればデンマーク人のようにな

れるのか一一ポスト工業社会への移

行/ほか

経済成長という呪い

序

車
や
飛
行
機
や
映
画
や
エ
ア
コ
ン

な
ど
の
発
明
に
よ
っ
て
社
会
は
飛

躍
的
に
進
歩
し
た
。
と
こ
ろ
が
最

近
の
革
命
は
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
く
ら

い
で
、
し
か
も
こ
の
分
野
の
技
術

は
新
し
い
労
働
力
を
吸
収
し
て
い

な
い
。
ゆ
え
に
社
会
全
体
の
生
産

性
も
上
が
っ
て
い
な
い
と
み
る
。

情
報
革
命
の
潜
在
力
は
あ
っ
と

い
う
聞
に
枯
渇
し
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
。
未
来
は
環
境
面
で
も

制
約
的
で
、
温
暖
化
や
資
源
の
枯

渇
に
直
面
す
る
。
ま
す
ま
す
閉
塞

す
る
ポ
ス
ト
工
業
社
会
に
暮
ら
す

私
た
ち
は
、
は
た
し
て
経
済
成
長

よ
り
も
、
文
化
的
な
自
己
表
現
の

活
動
に
生
き
甲
斐
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
心
理

学
者
の
イ
ン
グ
ル
ハ

l
ト
は
そ
の

よ
う
に
予
測
す
る
が
、
著
者
は
懐

疑
的
で
あ
る
。

紅
世
紀
に
な
っ
て
も
、
経
済
的

サ
バ
イ
バ
ル
の
問
題
が
解
決
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
人
々
は
相
変

わ
ら
ず
無
限
の
物
質
的
豊
か
さ
を

追
い
求
め
て
い
る
。
人
間
の
欲
望

は
他
者
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、

心
休
ま
る
こ
と
が
な
い
。
著
者
に

よ
れ
ば
、
だ
か
ら
こ
そ
経
済
成
長

が
必
要
で
あ
り
、
成
長
は
人
々
が

現
在
の
境
遇
か
ら
這
い
上
が
る
機

会
と
い
う
「
停
い
が
常
に
更
新
さ

れ
る
希
望
」
を
与
え
て
く
れ
る
と

い
う
。
逆
に
経
済
が
停
滞
す
れ
ば

暴
力
が
再
燃
す
る
。
犠
牲
に
な
る

の
は
少
数
者
た
ち
だ
。

経
済
成
長
は
暴
力
を
防
ぐ
効
果

が
あ
る
。
成
長
が
望
め
な
け
れ
ば
、

法
学
者
シ
ュ
ピ
オ
の
い
う
「
社
会

的
引
出
権
」
(
勉
強
す
る
、
休
暇

年
度
を
取
得
す
る
、
新
た
な
職
業

を
経
験
す
る
な
ど
の
権
利
)
を
推

奨
す
べ
き
、
と
い
う
の
が
本
書
の

提
案
で
、
こ
れ
は
人
々
を
人
間
的

成
長
へ
誘
う
た
め
の
理
念
と
い
え

る
だ
ろ
、
っ
。

論トライアングル地獄からの脱出と超越
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